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研究成果の概要（和文）：本研究は、ピアノ伴奏者及び教員・保育者養成に役立つピアノ伴奏法のメソッドを検
討するための基礎研究である。今回はダイナミクスに焦点を当て、国内で活躍するピアノ伴奏者の演奏分析を行
い、以下の傾向を見出すことができた。（１）ピアノ伴奏者の演奏を分析した結果、歌のフレーズの頂点とその
1拍前が強くなる。（２）歌がクレッシェンドをする際に伴奏はクレッシェンドの始めの部分で音量を落として
からクレッシェンドを始めている。（３）プロとアマチュアの伴奏を比較した場合、プロはダイナミクスレンジ
が広い。（４）プロの演奏では、基本的に歌詞の言葉の抑揚に則した音量調整が行われている。

研究成果の概要（英文）：This is a basic study which explores a piano accompaniment method useful for
 training skills of accompanists, teachers, and nursery school teachers in the making.  The study 
focused on dynamics, and researched the piano accompaniment by accompanists living in Japan.  The 
results are as follows: (1) when accompanist’s piano is analyzed, the peak of song’s phrases and 
the beat just before the peak are stressed; (2) when the volume of a song gradually increases (i.e.,
 crescendo), the piano accompaniments begin the crescendo after the starting point of the crescendo 
leads to drop in volume; (3) when we compare the accompaniments by professional performers with the 
ones by armatures, the dynamic range of the former is wider; (4) the professional performer’s 
playing basically fits the volume of the music to the tone of the words of the song.

研究分野：ピアノ伴奏法
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１．研究開始当初の背景 
 
 クラシック音楽の分野では、歌手やヴァイ
オリニストなどの器楽奏者が演奏する場合、
特定の伴奏ピアニストに伴奏を依頼するこ
とが多い。これは伴奏者が単に楽曲において
和声付けなどを担当する役目だけではなく、
ソリストと共に音楽を創造する共演者とし
ての役目があるからであり、有能な伴奏部の
演奏表現を行うことができる伴奏ピアニス
トは一目を置かれているのである。 
 国内のクラシック音楽の分野では、この十
数年の間に伴奏ピアニストという名称が定
着してきており、実際にこの分野で活躍して
いるピアニストも多い。しかしながら、学術
的な視点からの研究は僅少傾向であると言
われていた。伴奏に関する学術的研究では、
主に教員養成や保育者養成という視点から
論じているものが多く、それらにおいては、
伴奏部の簡易アレンジやコード奏法といっ
たような「いかに、ピアノ初心者でも容易に
伴奏を弾くことができるか」という点に関し
て重点的に研究が行われており、「どのよう
に演奏したら歌いやすいのか」といった伴奏
部の演奏表現に関しては、ほとんど注目され
ていなかった。 
 そのため、ピアノ伴奏法の体系的メソード
の必要性を感じ、本研究では、ピアノ伴奏に
関する基礎的な研究として伴奏ピアニスト
の演奏を分析し、その演奏表現法を伴奏ピア
ニスト及び教員・保育者養成教育へ応用する
方法を検討することが有益ではないかとい
う着想に至った。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、上記の状況を踏まえ、国内で
活躍する伴奏ピアニストの演奏を記録、分析
し、伴奏ピアニスト特有の演奏表現はどのよ
うなものであるかを検証することを目的と
した。 
 歌手があるフレーズを歌う際には、その音
列や歌詞を意図した抑揚を持って歌うと考
えられるが、その抑揚はエネルギーの流れ
（他の用語で説明するとすれば、ダルクロー
ズの「アナクルーシス、クルーシス、メタク
ルーシス」など）と捉えることができ、主に
アゴーギグとダイナミクスにより展開され
ていく（譜例１参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔譜例１：エネルギーの流れ  ※一般的に

このようなフレーズでは、エネルギーはソ
（G4）に向かって増幅し、その後減衰するも
のと感じられる。〕 
 
このような音楽的な抑揚を伴奏者が意識す
ることは重要であり、より良い伴奏部の演奏
表現は共演者に対し、このエネルギーの流れ
を意図しやすくすることができるのではな
いかと考えた。 
今回は、上記のアゴーギグとダイナミクス
のうち、より可視化のしやすいダイナミクス
に着目し、伴奏ピアニストがどのような音量
調整を行っているのかという点に関しての
分析を行い、その傾向を基に伴奏ピアニスト
や教員・保育者養成に用いることのできるピ
アノ伴奏における表現技術を検討した。 

 
３．研究の方法 
 
（１）先行研究の収集、整理 
 前述のとおり、学術的な観点から作成され
ているピアノ伴奏法に関する先行研究は僅
少であると言われているが、実際にそのよう
な傾向があるか否かを検討するため、文献資
料の収集・整理を重点的に行った。 
 
（２）伴奏ピアニストの演奏の分析 
 国内で活躍する伴奏ピアニスト４名を研
究協力者として、芸術歌曲や声楽練習曲、童
謡などの楽曲の演奏データを記録し、伴奏部
の演奏におけるダイナミクスの分析を行っ
た。 
 記録の方法は、研究協力者の伴奏ピアニス
トにハイブリッドピアノ（ヤマハ社製ハイブ
リッドピアノ AvantGrand N2）にて歌唱を伴
わないパターンと歌唱を伴う（歌手と共に演
奏をする）パターンの 2種類を演奏してもら
い、MIDI データとしてパソコン上に記録した。 
 記録した MIDI データのうち、音量を示す
ベロシティのみを抽出し、4 名のピアニスト
の実際の伴奏部の演奏において、どのような
音量調整がなされているのかを４名の演奏
のベロシティ平均値を基に考察した。 
 
（３）プロの伴奏ピアニストとアマチュアピ
アニストとの演奏比較 
 童謡など子どもの歌を用いて、研究協力者
である4名の伴奏ピアニストとアマチュアピ
アニスト（F 大学学生）の伴奏部の演奏にお
ける音量差を、上記（２）と同様の手法（MIDI
データとして演奏を記録）により比較した。 
 
４．研究成果 
 
（１）伴奏に関する先行研究などの文献資料
を収集、整理した結果、1920 年代から現在ま
でに150本近くの文献資料を確認することが
でき、それらのうち、クラシック音楽におけ
る伴奏に関する有益な文献資料として 90 本
程をピックアップすることができた。主に、



1960 年代より音楽雑誌において海外の著名
な伴奏ピアニストのインタビュー記事やピ
アノ伴奏に関する総論的特集が記載され、
2000 年以降では、ピアノ伴奏に関する学術論
文が増えている傾向があった。詳細に関して
は、さらなる整理を行い、2018 年度中に発表
予定である。 
 
（２）国内で活躍する伴奏ピアニストより収
集した演奏データのうち、コンコーネ作曲
「50 番練習曲 op.9」の第 5 番を用い、伴奏
部の演奏におけるダイナミクスの分析を行
った。選曲理由は、歌詞のイントネーション
からの影響を省くため、また、伴奏部が基本
的にアルペジオで展開されており、ダイナミ
クスの変化を数値化しやすいと考えたため
である。 
 分析した結果、以下の傾向を挙げることが
できる。 
①歌唱を伴う伴奏部の演奏と歌唱を伴わな
い伴奏部の演奏を比較した場合、フレーズ内
における伴奏部の総体的なダイナミクスの
推移に差はあまり見られない（伴奏ピアニス
トは歌唱を伴わない場合でも、常に歌唱部の
メロディを意識しながら演奏している）。 
②基本的に、歌唱部のメロディの音楽的抑揚
に沿った音量変化をしており、歌のフレーズ
の頂点（フレーズ内の音楽的抑揚の中で最も
盛り上がりを感じる箇所）とその１拍前が強
くなる傾向がある。 
③歌唱部においてフレーズの中途に2分音符
＋4 分音符というパターン（譜例２参照）で
は、2 分音符の 2 拍目の音量が強くなる傾向
がある。 
④歌がクレッシェンドする際には、伴奏部の
クレッシェンド指示の箇所で一旦音量を落
としてからクレッシェンドを始める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔譜例２：歌唱部の 2 分音符＋4 分音符のメ
ロディ〕 
 
（３）子どもの歌を用いて、プロの伴奏ピア
ニストとアマチュアピアニストの伴奏部の
演奏を比較した場合、以下の傾向を挙げるこ
とができる。 
①プロの方が、ダイナミクスレンジが広く、
ダイナミクスによる細密な表現が行われて
いる。 
②前奏がない曲の場合、プロは出だしの音量
が小さく、歌手の歌いだしの音量とのバラン
スを図る様子が見受けられる。 

③歌唱部のメロディと伴奏部右手のメロデ
ィが同一の場合、プロの演奏では、基本的に
歌詞の言葉のイントネーションに則した音
量調整が行われている。 
 
上記（２）、（３）については、学会発表や
研究代表者の演奏実践研究（演奏会などのピ
アノ伴奏）において成果発表を行った。 
演奏データの分析（楽曲におけるダイナミ
クスの抽出）は非常に時間のかかる作業であ
り、今回蓄積することのできた楽曲データの
全てを分析し、成果発表を行うことはできな
かったが、蓄積したデータに関しては継続的
に分析を行い、研究成果の発表を行っていく
予定である。 
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